
［成果情報名］「みえ紀南 2 号」における種子が少ない果実生産技術 

［要約］中晩生カンキツの新品種「みえ紀南 2 号」は、開花期に樹全体を目の細かい被覆

資材で覆い、昆虫等の侵入を防止し受粉を阻害することで種子の少ない果実生産

が可能となる。 
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［背景・ねらい］ 

当県開発の新品種「みえ紀南２号」は 2 月に成熟する中晩柑であり、外観・食味に優れ

る品種である。しかし、本品種は雄性不稔ではあるが、他品種の花粉が受粉されると種子

を形成するため、栽培園地では種子の多いことが問題とされている。このことから、「み

え紀南２号」の種子を少なくする栽培技術の開発が望まれている。このため、開花期の昆

虫による受粉を阻害するための被覆処理と摘果等による少核化栽培の可能性について検討

した。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．開花期に目の細かい被覆資材で樹体全体を覆い、昆虫の侵入を阻害することで受粉す

る機会を妨げ、種子形成を抑制することができる（表 1、写真 1、2）。その効果は、目

の細かい白色収縮性防寒資材（T 社製）で高く、4 ㎜目防風ネットでは少し劣る（表 1）。 

 

２．大きい果実ほど種子の形成量が多く、被覆処理を行っても 2L 以上の果実は種子

数が多い。摘果で大玉を除去し、L サイズ以下にそろえると種子の少ない果実が高い割

合で得られる（図 1、2）。 

 

３．開花期に被覆処理を行っても果実品質には影響は見られない（データ略）。  

 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．三重県内のカンキツ産地の「みえ紀南 2 号」を導入した園地で活用できる。  

 

２．単為結実が主体となるため、開花初期にジレリン 25～50ppm を散布し、着果を促進す

ることが望ましい。  

 

３．被覆資材は、白色収縮性防寒資材（T 社製）で 10a 当り約 230,000 円、4 ㎜目防風ネッ

トは 86,000 円程度で、開花期のみの使用なので 10 年程度は使用可能。 

 

４．被覆処理に併用して８月上旬頃に大玉と極小果を摘果することで、S～L サイズの種子

の少ない果実が得られるが、摘果の目安は 8 月 5 日時点では L サイズの横径上限が 36

㎜程度で、M サイズまでにとどめるなら 29 ㎜以上に、S サイズ以上にするなら 23 ㎜以

上を残すとよい。 

 

 

 




